
【生活科】 

１　生活科における課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　生活科教育に求められるもの 

 

 

 

 

 

 

 

３　学習指導要領の主な改善点について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■　「活動あって学びなし」との批判があるように、具体的な活動を通して、どのような思考力等が発

揮されるか十分に検討する必要がある。 

■　幼児期に育成する資質・能力と小学校低学年で育成する資質・能力とのつながりを明確にし、そこ

での生活科の役割を考える必要がある。 

■　スタートカリキュラムの具体的な姿を明らかにするとともに、国語、音楽、図画工作などの他教科

等との関連についてもカリキュラム・マネジメントの視点から検討し、学校全体で取り組むスタート

カリキュラムとする必要がある。 

■　単に中学年の学習内容の前倒しにならないよう留意しつつ、育成を目指す資質・能力や「見方・考 

え方」のつながりを検討することが必要である。 

【幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について　平成 28年 12 月　中央教育審議会（答申）】

〇　活動や体験を行うことで低学年らしい思考や認識を確かに育成し、次の活動へつなげる学習活動を

重視すること。 

〇　幼児教育において育成された資質・能力を存分に発揮し、各教科等で期待される資質・能力を育成

する低学年教育として滑らかに連続、発展させること。 
〇　幼児教育との連携や接続を意識したスタートカリキュラムについて、生活科固有の課題としてでは

なく、教育課程全体を視野に入れた取組とすること。 
〇　社会科や理科、総合的な学習の時間をはじめとする中学年の各教科等への接続を明確にすること。 

【幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について　平成 28年 12 月　中央教育審議会（答申）】

目標の改善 

・　具体的な活動や体験を通じて、「身近な生活に関する見方・考え方」を生かし、自立し生活を豊かに

していくための資質・能力を育成することが明確化された。 
内容構成の改善 

・ 学習内容が〔学校、家庭及び地域の生活に関する内容〕、〔身近な人々、社会及び自然と関わる生活 
　に関する内容〕、〔自分自身の生活や成長に関する内容〕の三つに整理された。 
学習内容、学習指導の改善 

・ 具体的な活動や体験を通じて、どのような「思考力・判断力・表現力等」の育成を目指すのかが 
具体的になるよう、各内容項目が見直された。 

・ 具体的な活動や体験を通して気付いたことを基に考え、気付きを確かなものとしたり、新たな気付 
きを得たりするようにするため、活動や体験を通して気付いたことなどについて多様に表現し考えた

り、「見付ける」、「比べる」、「たとえる」、「試す」、「見通す」、「工夫する」などの多様な学習活動を行

ったりする活動が重視された。 
・ 動物の飼育や植物の栽培などの活動は２学年間にわたって取り扱い、引き続き重視された。 
・ 各教科等との関連を積極的に図り、低学年教育全体の充実を図り、中学年以降の教育に円滑に移行 
することが明示された。特に、幼児期における遊びを通した総合的な学びから、各教科等における、

より自覚的な学びに円滑に移行できるよう、入学当初において、生活科を中心とした合科的・関連的

な指導などの工夫（スタートカリキュラム）を行うことが明示された。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【小学校学習指導要領解説　生活編　平成 29年７月　文部科学省】


